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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月12日(2009.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声入力デバイスを取り外し可能に接続する接続部と、
　入力された音声を認識する音声認識手段と、
　前記接続部における前記音声入力デバイスの接続状態を監視し、該接続状態が変化した
ときに該変化を通知するためのイベントを出力する監視手段と、
　を備え、
　前記音声認識手段は、前記監視手段から前記イベントを受信すると音声認識処理を中断
し、音声認識処理に用いる動作パラメータを変更し、その後、音声認識処理を再開するこ
とを特徴とする音声処理装置。
【請求項２】
　音声出力デバイスを取り外し可能に接続する接続部と、
　音声合成を行う音声合成手段と、
　前記接続部における前記音声出力デバイスの接続状態を監視し、該接続状態が変化した
ときに該変化を通知するためのイベントを出力する監視手段と、
　を備え、
　前記音声合成手段は、前記監視手段から前記イベントを受信すると音声合成処理を中断
することを特徴とする音声処理装置。
【請求項３】
　音声入力デバイスを取り外し可能に接続する接続部と、
　入力された音声を認識する音声認識手段と、
　を備える音声処理装置の制御方法であって、
　監視手段が、前記接続部における前記音声入力デバイスの接続状態を監視し、該接続状
態が変化したときに該変化を通知するためのイベントを出力する監視ステップと、
　制御手段が、前記イベントを受信すると前記音声認識手段による音声認識処理を中断さ
せ、音声認識処理に用いる動作パラメータを変更し、その後、音声認識処理を再開させる
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制御ステップと、
　を有することを特徴とする音声処理装置の制御方法。
【請求項４】
　音声出力デバイスを取り外し可能に接続する接続部と、
　前記接続部を介して前記音声出力デバイスから音声を出力させるべく、音声合成を行う
音声合成手段と、
　を備える音声処理装置の制御方法であって、
　監視手段が、前記接続部における前記音声出力デバイスの接続状態を監視し、該接続状
態が変化したときに該変化を通知するためのイベントを出力する監視ステップと、
　制御手段が、前記イベントを受信すると前記音声合成手段による音声合成処理を中断さ
せる制御ステップと、
　を有することを特徴とする音声処理装置の制御方法。
【請求項５】
　コンピュータに、請求項３又は４に記載の音声処理装置の制御方法の各ステップを実行
させるためのプログラム。
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